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 新たなる出発！ 

 挨拶 

 日常で何気なく行っている「あいさつ」。あらた

めて考えてみると、本当に元気よくあいさつがで

きたのは、幼稚園や小学生の時ではないかと思

います。それが中学校、高校と進級するにつれ

できなくなってくる。普通成長するにつれできるも

のが多くなっていくはずなのに疑問に感じます。

君たちも本校入学当初は、多くの人が大きな声

で挨拶していたはずなのに、今では印象に残る

人は多くはありません。朝ＳＨＲや帰りのＳＨＲで

の全体挨拶時や朝の登校時などはどうでしょ

う。お辞儀だけで済ませている人もいるのではな

いですか? 

 さて、なぜ挨拶はするのでしょう。なぜ大切で

あると先生方は言うのでしょう。「挨拶とは相手

 入学式での入学許可。１年生の皆さんは緊張感の

なかでも元気なスタートを迎えることができたでしょう

か。各自、様々な想いでこの校舎やＨＲ教室に足を運

び、式に臨んだことと思われます。あれからすでに三

週間が経過しましたが、抱いている希望や志しを忘れ

ず、不安や疑問は先生方と相談を重ねながら、そし

て級友との触れ合いを大切にし日々を過ごしてくださ

い。２年生はクラス替えによる新クラスの始動。昨年

の不安の中、触れ合い築き上げてきた友人関係だけ

に、一喜一憂するスタートを迎えたかもしれません。

一見、和やかな雰囲気を感じますが、複雑な思いで

いる人もいることでしょう。しかし、この一年間を通した

交流を含め成長した自分に自信を持ち、新たな級友

を仲間と認め、思いやった発言・行動に努めながら、

良き友人・良き思い出・良きクラスに向け考え行動し

てください。先輩としても宜しく頼みます。高校での最

上位学年となる３年生は、級友も担任も変わらない状

況に、実感を持てないかもしれませんが、君たちの言

動・行動、すべてが模範となるとともに、千高の象徴と

して、大勢の方が認識します。また、千高の創造も君

たち次第です。進路実現という個別目標の達成ととも

に、意識を持ち充実した一年にしてください。 

挨拶指導 

 ３年１･２組の先輩が、流通科として日常

で実施している挨拶の礼法について、１年生

に指導してくれました。椅子の処理から始ま

り、立ち姿勢･お辞儀の角度･発声の仕方な

ど、新入生にとっては不慣れなため戸惑いも

あったかもしれません。流通科生徒が日々実

践している行為ですので、意識を持って臨ん

でください。なお、既に一部の科目で指導さ

れているとおり、ビジネスを意識した授業で

の特徴ある挨拶方法や、先生方の仕事場への

入退室時の礼法もありますので、機会の都度

意識し挨拶の礼法を身につけてください。 

 3年須藤･伊藤･渡部くん，関口･安田･柳谷･

市川･桃井さん、ありがとうございました。 

５月の行事等 

 4月30日(水) 生徒総会 全 

 5月2日(金) 開校記念日 

  3日～6日 祝日等 
 

  7日(水) 高体連支部壮行会 全 

 10日(土) 全統記述模試 3年 

 12日(月) 進路ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ 3年 

 19日(月) 進路講話 2年 

 23日(金) 

  ~24日 大学共通テスト模試 
3年 

 30日(金) 高体連全道壮行会 全 

 6月1日(日) 第1回実用英検1次 全 

北海道千歳高等学校  

 開校 ７６周年（７７年目） 

  商業科設置 ６９周年 

 （国際流通科学科転換 ２６周年） 

 

の存在を認め、相手に対して心を開くこ

と」。挨拶ができない組織はうまくいかない

と言われます。つまり、組織の中で挨拶が

できないということは、組織の一人ひとりが

皆に心を開いていない。よって、良き対人

関係が築けないなかで協働した仕事がで

きるはずもありません。先生方も人ですか 

ら、普段から心を開いてくれる生徒には自然と気持

ちも向くものです。 

 それから、心は自分から開かなくてはなりません。

相手がしたら挨拶するというのは、周りが心を開かな

かったら自分も心を開かない、周りが親切にしてくれ

なかったら自分も親切にしない、周りが挨拶してくれ

なかったら自分も挨拶しないということになり、うまく

行かない事への原因を環境のせいにする人の特性

ともいえるでしょう。「まずは、自分から行動する！」こ

とです。ちなみに、挨拶は率先して行うことを心掛け

ている私ですが、あえて君たちにはしないこともありま

す。何故なら日本の社会においては、年齢の下の者

が上の者を敬い、先に挨拶することが当然のことだ

 本当の挨拶とは？ 

卒業生全商１級三種目以上取得結果 

（令和６年度） 
 今春、卒業した先輩は、２クラス計６２名が三種目以上を

取得しました。新検定への移行も整い、全道の商業科目を学

ぶ高校全体が取得率の向上を見せる中、本校の先輩方も大健

闘を見せ、全道トップという顕著な成果を収めました。 

 以前と違い、日商簿記検定やITパスポートのような難易度

の高い資格や国家資格を目標としている学校があるため、額

面どおり受けとめられるわけではありませんが、順位は次の

とおりとなります。 

検定取得という大切な目標に向けて  目的のひとつに「交流」が含まれていまし

た。入学間もない君たちですので、現状では

交流も限られてくると思います。是非様々な

機会を捉えて積極的に多くの友人と交流を

深め、今後の生活に欠かせない仲間づくりを

してください。仲間は様々な場面において自

身の力となってくれるはずです。最後に良い

研修にするために大切なこと。それは、他の

人に迷惑をかけないこと。そのためには、規

則を守り、秩序正しい生活を送ることが必要

です。 
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図や写真の説明を記入します。 

【三種目以上取得率順位】 

 第１位 千歳高校 77.5％（在籍実人数では、80.5％） 

 第２位 Ｏ高校  71.0％ 

 第３位 Ｈ高校  57.5％ 

 第４位 Ａ高校  52.5％ 

 第５位 Ｏ高校  35.0％ 

 ※数値は、設置間口(クラス)数の生徒数(2クラスでは80名

と計算)における取得者数の割合 

                   国際流通科通信 

 皆さんの国際流通科に入学した大きな理由の一つであろう検定資

格の取得。新入生はこれからですが、２・３年生諸君はこれまでの取り

組みや結果をどの様に捉えていますか？ もし、悔いや反省が残って

いるとしても、卒業まで臨む機会が与えられています。限りある日程の

中での機会となりますが。自身の実力を計りながら、日々の計画的な

取り組みに心がけ、挑戦を続けてください。 

「相手の目を見て」 

  挨拶とは相手に心を開くこと 

  相手の目を見ずして心を開くとはいえません 

「大きな声で」 

  相手に声が届いてはじめて相手に心が届きます 

「笑顔」 

  状況にもよりますが、笑顔があるとその晴れやか 

 な心が伝わります 

挨拶ができると・・・ 

 ・相手も心を開いてくれる 

 ・相手も自分を認めてくれる 

 ・周りの見る目が変わる 

事務の方や校務補さんにも支えてもらっています  

 ※感謝の気持ちで挨拶を！ 

からです。そういうことにも普段から気に留めて行

動してくれることを望んでいます。 

 挨拶については、各部活動での教えもあるは

ず。また、君たちは流通(ﾋﾞｼﾞﾈｽ)科として、普通

科や教養科の模範となり、この分野ではそれぞれ

の学年を牽引(けんいん)するくらいの意気込みが

あってよいはずです。ＳＨＲ・授業・廊下等にて、自

分の行動をあらため直し、挨拶に限らずあるべき

姿勢を自分から行動に移していってください。挨

拶という小さな行動からのスタートが、実践してい

る生徒自身の気づかないところで自然と先生方

や周りから認められていくようになるでしょう。これ

から全員がそうなっていくことを期待しています。 


